
令和６年度 第１回
北海道内部統制推進員会議

次 第

１ 今回の事案を受けた再発防止策について

２ 内部統制制度における重要リスク項目

と重点項目について

３ 北海道内部統制推進員会議の設置について



１
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２ 内部統制制度における重要リスク項目と
重点項目について

リスク対応策の実践
・重要リスク項目の特定
・対応策の検討、実施

評価報告書の作成
・対応策の有効性を評価
・評価報告書を作成

監査委員による審査
・評価が適切に実施された
か等の審査、意見付与

議会への報告、公表
・監査委員審査後、議会に
提出・公表

■内部統制制度の概要
内部統制制度とは、地方自治体の長自らが、事務上のリスクの発生を抑制し、

事務の適正な執行の確保を図ることで、行政サービスの安定的、持続的、効率
的かつ効果的な提供の確立を目指すものであり、平成２９年６月の地方自治法
の改正により、都道府県及び政令指定都市に対し、令和２年度からの導入が義
務付けされた。

道では、令和２年４月１日に「北海道の適正な事務執行に向けた取組に関す
る方針」を定め、内部統制制度の運用を開始し、令和６年度は１７の重要リス
ク項目について、適切に事務が執行されるよう、各課で対応策を実施している。
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２ 内部統制制度における重要リスク項目と
重点項目について

【重要リスク項目とは】

・財務規則
・倫理条例
・公文書の管理に関する規則
・文書管理規程
・情報セキュリティポリシー
・財産の交換、譲与、無償
貸付等に関する条例

・
・
・

全庁共通的な内部統制

選択したリス
クについて、
対策の検討、
点検・評価を
実施影

響

度

大

中

小

小 中 大

発生可能性

リスクの高い
ものを選択し
発生の防止･抑制

基本的に既存の
制度で対応済み

想定する
リスクの
洗い出し

各種の業務のうち、リスクの発生の可能性が高いものや
発生した場合の影響度が大きいものを「重要リスク」と
して選定
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２ 内部統制制度における重要リスク項目と
重点項目について

【令和６年度追加項目】

リスクの名称 間接補助事業における額の確定の誤り

今 回 講 じ る
再 発 防 止 策

 補助金等の交付決定に係る決裁の段階で「間
接補助事業であること」「その支出期限」を
明示するよう財務に関する規程を改正

 予算編成・予算執行に関する財源充当などの
事務連絡等について、理解しやすい通知とす
るほか、組織としての伝達・共有方法を徹底

今後検討する
対 策

 業務のマニュアル化の推進などヒューマンエ
ラーを抑制する仕組み

 道の組織内部における相互牽制機能の強化
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２ 内部統制制度における重要リスク項目と
重点項目について

【令和７年度重点項目】

重 点 項 目 の
設 定

集中的に再発防止に取り組む５項目を選定
▶ 不適切な支払い事務（支払い遅延）
▶ 個人情報が入った文書の誤送付
▶ 予定価格等の不適切な管理及び決定
▶ 準委任の委託契約の過請求
▶ 間接補助事業における額の確定の誤り

重 点 取 組 の
内 容

 より効果的な対策となるよう、改めて関係部
局において検討し、再発防止に集中的に取り
組む
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３ 北海道内部統制推進員会議の設置について

設 置 年 月 日 令和６年１０月３０日

会 議 の 目 的  重要リスク項目に係る再発防止策の効果的な
実施

 リスク事案に関する情報共有

推 進 員 各部（局）次長
各（総合）振興局副局長

推進員の役割  再発防止に向けた取組に関する情報の横展開
 リスク事案に関する機動的な情報提供

会 議 の 開 催  年度当初など毎年度定期に開催
 リスク事案が発生した際、必要に応じ随時に
招集
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